明治初期における銀行券の発端 by 岡田 俊平 et al.
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一
、
ま
　
え
　
が
　
き
　
明
治
政
府
は
経
済
発
展
の
基
礎
的
条
件
と
し
て
、
ま
ず
生
産
資
金
の
造
出
を
企
て
、
金
札
或
は
太
政
官
札
と
呼
ば
れ
る
政
府
紙
幣
を
発
行
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
政
府
紙
幣
を
流
通
せ
し
め
、
産
業
を
興
隆
せ
し
め
る
制
度
が
開
設
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
明
治
元
年
関
四
月
二
十
五
日
設
立
の
商
法
司
、
並
に
そ
の
下
に
設
け
ら
れ
た
商
法
会
所
が
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
勧
商
機
関
で
あ
り
又
金
融
機
関
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
１
）
「
諸
商
人
共
融
通
之
為
新
製
之
金
札
御
貸
下
相
成
候
間
致
拝
借
度
も
の
右
商
法
会
所
へ
願
出
可
申
も
の
也
」
と
い
う
大
阪
府
布
告
、
或
は
、
「
諸
商
売
に
付
其
品
為
引
当
元
手
金
拝
借
被
仰
付
候
尤
限
月
利
息
相
定
候
事
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
２
；
但
商
売
元
手
に
相
用
候
外
猥
に
雑
費
等
に
遣
込
候
儀
は
被
禁
其
役
々
よ
り
急
度
取
調
候
事
）
　
　
　
明
治
初
期
に
お
け
る
銀
行
券
の
発
端
一一89-
と
い
う
、
商
法
司
発
表
の
「
商
法
大
意
」
に
よ
っ
て
、
政
府
が
商
法
会
所
に
負
わ
し
め
た
使
命
の
一
部
が
、
商
業
資
金
と
し
て
の
太
政
官
札
の
貸
出
業
務
に
あ
っ
た
こ
と
が
察
知
出
来
よ
う
。
　
太
政
官
札
の
発
行
と
、
商
法
会
所
の
設
立
に
よ
る
経
済
発
展
の
構
想
は
、
明
ら
か
に
由
利
公
正
に
よ
っ
て
、
福
井
藩
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
藩
札
の
発
行
と
物
産
総
会
所
の
設
置
に
よ
る
、
産
業
復
興
政
策
の
拡
大
で
あ
る
。
商
法
司
政
策
は
由
利
公
正
の
太
政
官
札
政
策
の
線
に
沿
う
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
政
策
は
政
府
紙
幣
の
購
買
力
の
下
落
を
防
止
し
得
な
い
こ
と
か
ら
、
強
硬
な
批
判
を
蒙
る
こ
と
と
な
っ
た
。
商
法
司
ｌ
商
法
会
所
の
制
度
は
結
局
そ
の
目
的
を
達
成
し
得
な
い
ま
ま
に
、
明
治
二
年
二
月
二
十
二
日
、
外
国
官
の
下
に
お
け
る
通
商
司
の
設
置
と
な
り
、
三
月
十
五
日
に
は
遂
に
商
法
司
の
廃
止
を
見
る
に
至
っ
た
。
　
由
利
公
正
が
、
朋
治
二
年
二
月
十
七
日
に
会
計
官
副
知
事
の
職
を
退
き
、
外
国
官
副
知
事
の
大
隈
重
信
が
、
一
月
十
二
日
よ
り
会
計
官
出
仕
と
な
り
、
更
に
三
月
三
十
日
に
会
計
官
副
知
事
を
兼
任
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
会
計
官
の
首
脳
者
の
交
迭
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
商
業
・
金
融
制
度
の
商
法
司
よ
り
通
有
司
へ
の
変
革
が
行
わ
れ
、
又
明
治
二
年
五
月
二
十
八
日
、
太
政
官
札
政
策
の
上
に
著
し
い
転
換
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
‰
縫
即
ち
こ
の
転
換
は
、
資
金
造
出
を
目
的
と
す
る
太
政
官
札
政
策
の
制
度
上
の
発
展
に
現
わ
れ
た
こ
と
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
明
治
二
年
五
月
、
会
計
官
に
転
属
し
た
通
商
司
の
下
に
設
立
さ
れ
た
為
替
会
社
と
通
商
会
社
は
「
通
商
司
心
得
」
に
、
「
為
換
会
社
ヲ
建
シ
ム
ル
ハ
各
国
「
バ
ン
ク
」
ノ
法
二
傚
ヒ
テ
金
銀
融
通
自
在
ナ
ラ
シ
ム
ル
也
」
（
開
商
会
社
ヲ
建
シ
ム
ル
ハ
他
ノ
衆
商
ヲ
教
導
シ
全
国
ノ
商
業
ヲ
シ
テ
盛
大
ナ
ラ
シ
ム
ハ
皿
２
４
）
と
あ
る
よ
う
に
、
前
者
は
銀
行
業
務
を
営
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
後
者
は
外
国
貿
易
・
国
内
商
業
を
興
隆
せ
し
め
る
た
め
の
企
業
で
－一一90 －一一
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
商
法
司
時
代
の
、
藩
営
商
業
機
関
の
延
長
た
る
商
法
会
所
と
比
較
し
て
、
は
る
か
に
整
備
充
実
さ
れ
た
経
済
制
度
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
近
代
資
本
主
義
経
済
制
度
実
現
の
た
め
に
、
株
式
会
社
組
織
を
模
倣
し
た
近
代
的
企
業
形
態
で
あ
っ
た
。
殊
に
為
替
会
社
は
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
近
代
的
銀
行
制
度
の
性
格
を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
為
替
会
社
の
発
行
し
た
紙
幣
の
性
格
を
検
討
し
、
明
治
維
新
後
の
貨
幣
政
策
の
展
開
と
の
関
聯
を
追
及
す
る
こ
と
を
本
稿
の
目
的
と
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
二
、
為
替
会
社
の
機
能
　
為
替
・
通
商
両
会
社
が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
主
な
理
由
は
、
両
会
社
総
差
配
司
三
野
村
利
左
衛
門
に
よ
る
明
治
三
年
正
月
の
「
商
人
江
申
諭
書
」
に
、
「
今
般
通
商
司
ニ
お
ゐ
て
為
替
通
商
両
社
御
差
許
諸
商
人
社
中
江
合
併
被
仰
出
候
御
趣
意
は
強
チ
雖
非
外
国
貿
易
而
己
二
是
迄
商
人
商
法
も
相
立
候
事
な
れ
と
も
唯
御
国
内
而
己
之
取
引
を
基
と
し
て
東
京
府
内
之
事
を
眼
目
と
な
し
た
る
事
故
方
今
外
国
貿
易
之
際
二
至
而
は
手
狭
窮
屈
之
事
而
己
相
当
り
商
法
盛
大
を
な
す
事
不
能
…
…
（
略
）
諸
商
人
党
を
組
壱
人
之
智
よ
り
衆
人
の
知
壱
人
の
財
力
よ
り
衆
人
之
財
力
を
合
併
し
て
大
商
を
な
さ
し
め
ん
為
』
両
会
社
を
御
許
容
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（
註
１
）
ニ
成
候
事
ニ
而
此
社
中
ニ
加
り
自
己
之
勝
手
侭
成
小
利
を
む
さ
不
ら
す
衆
人
同
意
し
て
力
を
合
せ
商
法
盛
大
ヲ
心
懸
ケ
ヘ
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
国
際
貿
易
に
お
け
る
外
国
資
本
の
勢
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
資
本
合
同
に
よ
る
企
業
組
織
の
形
成
を
必
要
と
す
る
点
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
こ
の
両
会
社
の
組
織
を
通
じ
て
、
　
『
両
会
社
相
立
候
其
地
ニ
お
ゐ
て
窮
民
有
之
候
節
は
両
会
社
申
合
セ
何
様
に
も
助
勢
致
活
計
相
附
様
致
可
遣
事
」
　
『
皇
国
一
般
為
替
金
銀
自
由
な
ら
し
め
融
通
方
専
ら
に
取
扱
国
中
商
人
一
致
ニ
相
成
倶
々
申
合
セ
其
地
弁
用
二
相
成
候
様
弱
を
助
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
２
）
強
を
押
へ
貿
易
盛
大
相
成
候
様
心
懸
ケ
可
致
尽
力
候
事
」
と
三
野
村
利
左
衛
門
が
「
通
商
為
替
会
社
規
則
書
上
」
中
に
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
内
国
商
人
に
金
融
的
援
助
を
与
え
、
国
際
貿
易
上
有
利
な
地
他
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
為
替
会
社
の
目
的
と
す
る
機
能
は
明
治
二
年
九
月
附
の
「
通
商
司
為
替
会
社
規
則
」
第
一
条
に
、
　
「
今
般
通
商
司
為
替
会
社
被
為
建
候
義
は
諸
国
為
替
金
融
通
自
在
を
得
商
業
弁
利
な
ら
し
め
ん
為
に
し
て
富
国
の
基
礎
可
被
為
建
御
趣
意
ニ
付
…
…
（
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
３
）
但
為
替
会
社
は
両
替
為
替
金
貸
附
金
等
取
扱
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
銀
行
業
務
の
経
営
に
他
な
ら
な
い
。
　
為
替
会
社
が
金
融
機
関
と
し
て
、
そ
の
業
務
の
重
点
を
貸
附
金
に
お
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
創
業
当
初
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
政
府
紙
幣
の
貸
出
を
促
進
す
る
こ
と
を
主
要
目
的
の
一
つ
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
機
関
の
特
異
な
性
質
が
見
ら
れ
る
。
「
為
替
会
社
規
則
」
第
二
十
五
条
に
、
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「
金
札
行
方
盛
大
相
成
候
義
は
為
替
会
社
商
社
組
合
等
の
心
得
に
有
之
候
間
精
々
尽
力
い
た
し
可
申
心
ご
こ
と
定
め
ら
れ
て
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
を
証
明
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
各
地
為
替
会
社
創
立
の
時
、
政
府
よ
り
為
替
会
社
へ
貸
出
資
金
と
し
て
太
政
官
札
の
貸
下
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
会
社
身
元
金
即
ち
資
本
金
に
対
す
る
比
率
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
貸
　
下
　
金
　
　
　
　
　
身
　
元
　
金
　
　
東
　
京
　
　
三
三
二
、
〇
〇
〇
両
　
　
四
四
二
、
三
五
〇
両
（
明
治
二
年
十
二
月
）
　
　
横
　
浜
　
　
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
両
　
　
一
七
二
、
二
五
〇
両
（
明
治
三
年
十
一
月
）
　
　
西
　
京
　
　
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
両
　
　
一
五
〇
、
〇
〇
〇
両
（
朋
治
二
年
九
月
）
　
　
大
　
阪
　
　
回
六
〇
、
〇
〇
〇
両
　
　
三
七
八
、
一
〇
〇
両
（
明
治
三
年
六
月
）
　
　
神
　
戸
　
　
二
三
〇
、
〇
〇
〇
両
　
　
　
六
一
、
〇
〇
〇
両
（
明
治
三
年
七
月
）
　
　
　
　
（
内
正
金
一
五
〇
、
〇
〇
〇
両
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
５
）
　
こ
れ
ら
の
数
字
も
亦
、
為
替
会
社
設
立
の
際
に
、
政
府
の
目
指
し
た
と
こ
ろ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
為
替
会
社
が
金
融
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
資
本
造
出
の
業
務
を
通
じ
て
、
経
済
発
展
の
支
柱
と
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
為
替
会
社
の
も
つ
金
券
発
行
の
特
権
が
、
こ
の
目
標
へ
の
途
を
開
く
鍵
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
金
券
の
発
行
額
の
増
加
と
と
も
に
、
政
府
の
貸
下
金
の
重
要
性
は
次
第
に
減
退
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
大
阪
為
替
会
社
へ
の
明
治
三
年
九
月
の
政
府
貸
下
金
は
二
一
七
、
〇
〇
〇
両
に
減
少
し
て
大
作
憾
西
京
為
替
会
社
へ
の
貸
下
金
は
｀
明
治
三
年
八
月
に
は
一
〇
万
両
と
な
っ
て
い
ぷ
１
７
）
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
為
替
会
社
創
立
の
時
に
貸
附
資
金
の
元
建
と
し
て
、
政
府
よ
り
貸
下
げ
ら
れ
た
－-･－93-
太
政
官
札
が
、
漸
次
返
納
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
為
替
会
社
の
金
券
発
行
に
よ
っ
て
、
貸
附
資
金
の
源
泉
が
豊
富
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、
為
替
会
社
発
行
の
銀
券
・
銭
券
と
金
券
の
性
格
の
相
違
を
考
究
し
、
明
治
以
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
銀
行
券
の
起
源
が
、
金
券
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
三
、
銀
券
、
銭
券
の
性
質
　
為
替
会
社
の
機
能
が
主
と
し
て
、
生
産
資
金
の
貸
附
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
維
新
財
政
談
」
に
松
尾
巨
善
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「
為
替
会
社
と
い
ふ
け
れ
ど
も
、
実
際
は
貸
附
の
方
が
重
だ
っ
た
や
う
で
す
。
自
分
の
と
こ
ろ
で
拵
へ
た
紙
幣
を
貸
し
た
。
銭
券
、
－一一94－一一
銀
券
な
ど
と
云
ふ
も
の
を
。
そ
れ
か
ら
其
出
し
て
居
る
紙
幣
は
、
政
府
紙
幣
と
引
換
へ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
居
っ
た
。
何
方
も
不
換
紙
幣
、
根
本
の
兌
換
す
べ
き
政
府
紙
幣
が
、
不
換
紙
幣
だ
か
ら
、
兌
換
す
る
効
力
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
さ
う
云
ふ
こ
と
に
し
て
、
さ
て
貸
す
先
は
ど
う
云
ふ
事
か
と
云
ふ
と
、
貿
易
品
が
多
い
。
あ
の
頃
に
は
、
糸
、
蚕
種
、
茶
、
或
は
海
産
物
、
支
那
へ
行
く
と
こ
ろ
の
金
海
鼠
で
あ
る
と
か
云
ふ
や
う
な
、
主
に
外
国
貿
易
に
な
る
品
が
多
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
為
替
な
ら
ば
荷
物
が
出
来
て
か
ら
、
其
荷
物
に
対
し
て
荷
為
替
で
す
。
既
に
商
売
が
出
来
て
し
ま
っ
て
、
取
引
だ
け
の
便
利
に
す
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
是
れ
は
仕
入
元
か
ら
貸
し
た
。
糸
を
拵
へ
る
と
云
ふ
と
、
繭
を
買
入
れ
る
元
を
貸
し
た
り
、
茶
を
拵
へ
る
に
は
、
茶
を
製
造
す
る
元
か
ら
貸
す
と
云
ふ
様
な
貸
附
方
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
取
立
が
余
程
む
づ
か
し
い
。
若
し
取
立
が
む
づ
か
し
く
、
損
の
い
っ
た
分
か
あ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
１
）
た
な
ら
ば
、
最
後
は
政
府
で
弁
償
し
て
や
る
と
云
ふ
意
味
に
な
っ
て
居
る
。
」
　
こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
明
治
元
年
に
政
府
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
、
産
業
興
隆
の
た
め
の
貸
附
資
金
た
る
太
政
官
札
の
趣
旨
を
実
現
す
る
制
度
と
し
て
、
為
替
会
社
が
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
点
は
銭
券
、
銀
券
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
銭
券
は
西
京
・
大
阪
の
為
替
会
社
よ
り
発
行
さ
れ
、
銀
券
は
東
京
為
替
会
社
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
紙
幣
で
あ
る
。
各
為
替
会
社
は
こ
の
他
に
金
券
を
発
行
す
る
権
利
を
許
与
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
金
券
は
銭
券
、
銀
券
と
は
異
り
、
正
貨
兌
換
券
で
あ
っ
た
。
こ
の
金
券
に
、
わ
れ
わ
れ
は
銀
行
券
の
原
始
的
形
態
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
銀
券
並
び
に
銭
券
の
発
行
は
、
そ
の
当
時
の
銅
銭
の
欠
乏
ー
小
額
紙
幣
の
不
足
に
よ
る
取
引
上
の
不
便
を
救
済
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
は
政
府
紙
幣
た
る
太
政
官
札
の
補
助
的
任
務
を
負
う
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
銀
券
に
つ
い
て
の
二
年
六
月
二
十
八
日
の
東
京
府
町
触
は
、
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「
先
般
金
札
御
施
行
相
成
候
処
末
々
迄
モ
普
ク
流
通
致
候
ニ
随
ヒ
自
然
小
札
之
分
払
底
ニ
相
成
小
商
ヒ
ノ
モ
ノ
共
等
ハ
日
用
ノ
取
引
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
２
）
殊
更
差
支
難
渋
及
候
由
相
聞
」
と
の
理
由
に
よ
っ
て
、
銀
参
匁
七
分
五
厘
即
ち
金
壱
両
の
十
六
分
の
一
の
額
面
を
有
す
る
紙
幣
を
発
行
す
る
こ
と
を
公
布
し
て
い
る
。
そ
の
発
行
方
法
は
小
額
紙
幣
を
必
要
と
す
る
者
は
太
政
官
札
を
為
替
会
社
に
提
出
し
て
、
そ
れ
と
交
換
に
「
切
手
」
即
ち
銀
券
を
受
取
り
、
又
太
政
官
札
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
為
替
会
社
に
て
銀
券
と
交
換
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
銀
券
は
政
府
紙
幣
の
代
替
物
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
銀
券
は
太
政
官
札
の
代
用
手
段
と
し
て
、
そ
れ
と
交
換
に
為
替
会
社
よ
り
交
付
さ
れ
る
「
引
換
切
手
」
或
は
「
預
り
手
形
」
で
あ
っ
て
、
正
貨
に
よ
る
兌
換
準
備
を
お
く
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
銀
券
と
の
交
換
請
求
に
応
ず
る
た
め
の
支
払
準
備
金
と
し
て
、
太
政
官
札
の
保
有
に
関
す
る
規
定
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
が
、
銀
券
発
行
手
続
に
つ
い
て
の
伺
書
に
は
次
の
意
見
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
「
引
換
ニ
差
出
候
金
札
之
儀
ハ
総
頭
取
手
許
精
々
承
糺
候
処
為
替
方
申
ニ
テ
配
分
致
シ
預
置
御
貸
付
等
ニ
相
用
利
銀
ヲ
以
製
造
諸
入
費
償
其
余
ニ
出
候
分
者
総
テ
通
商
司
之
積
金
ニ
相
成
若
貸
付
中
御
用
之
儀
有
之
候
歟
市
中
ョ
リ
銀
札
ヲ
以
金
札
ニ
引
換
届
出
候
節
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
３
）
何
時
ニ
テ
モ
差
支
無
之
様
為
替
方
中
に
テ
弁
納
致
シ
申
積
ニ
御
談
シ
済
之
趣
申
聞
候
」
　
即
ち
銀
券
発
行
は
太
政
官
札
と
引
換
を
原
則
と
す
る
が
、
そ
の
太
政
官
札
全
額
が
支
払
準
備
と
し
て
保
管
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
引
換
に
「
差
支
無
之
様
」
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
銀
券
を
得
る
た
め
に
為
替
会
社
に
預
託
さ
れ
た
太
政
官
札
は
貸
附
資
金
と
し
て
再
び
放
出
し
得
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
政
府
の
太
政
官
札
流
通
増
加
を
望
む
立
場
よ
り
し
て
当
然
の
措
置
で
あ
る
。
･一一96一一-
　
し
た
が
っ
て
、
為
替
会
社
に
と
っ
て
は
、
銀
券
発
行
は
資
金
の
造
出
を
行
う
方
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
、
銀
券
が
銀
行
券
本
来
の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
は
い
い
難
い
。
何
故
な
れ
ば
、
銀
券
は
政
府
紙
幣
た
る
太
政
官
札
の
小
額
紙
幣
に
当
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
発
行
は
政
府
紙
幣
と
共
通
の
基
礎
の
上
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
発
行
者
の
名
義
を
異
に
す
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
太
政
官
札
を
貸
出
資
金
に
利
用
す
る
こ
と
と
何
等
異
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
太
政
官
札
の
上
に
、
更
に
不
換
紙
幣
た
る
銀
券
が
増
発
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
銀
券
自
体
の
価
値
を
維
持
す
る
根
拠
を
も
た
ず
、
政
府
紙
幣
と
同
じ
運
命
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
東
京
為
替
会
社
に
お
い
て
明
治
二
年
六
月
二
十
八
日
以
後
発
行
さ
れ
た
五
三
四
、
二
一
○
両
の
銀
券
は
、
結
局
太
政
官
札
の
追
加
発
行
と
何
等
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
明
治
二
年
九
月
十
七
日
、
民
部
省
所
属
の
通
商
司
よ
り
直
接
、
弐
分
・
壱
分
・
弐
朱
・
壱
朱
等
の
小
額
紙
幣
即
ち
民
部
省
札
を
発
行
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
明
治
三
年
十
月
ま
で
に
七
五
〇
万
両
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
為
替
会
社
の
銀
券
と
全
く
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
太
政
官
札
の
代
替
紙
幣
た
る
使
命
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
民
部
省
札
と
交
換
さ
れ
た
太
政
官
札
は
新
截
さ
れ
る
筈
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
為
替
会
社
の
銀
券
は
、
民
部
省
札
の
発
行
に
と
も
な
い
、
そ
の
使
命
を
終
り
、
不
換
紙
幣
の
膨
張
分
と
し
て
整
理
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
明
治
二
年
十
一
月
三
日
、
銀
券
の
発
行
額
は
二
五
万
両
に
限
定
さ
れ
、
三
年
三
月
十
九
日
、
為
替
会
社
は
銀
券
と
民
部
省
札
の
引
換
を
開
始
し
、
十
月
十
四
目
に
は
、
銀
券
通
用
期
限
を
三
年
末
と
す
べ
き
こ
と
が
大
蔵
省
よ
り
発
表
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
経
緯
を
見
れ
ば
、
銀
券
は
政
府
紙
幣
の
代
用
手
段
と
し
て
、
民
部
省
札
発
行
ま
で
の
燃
時
的
な
紙
幣
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
銭
券
と
呼
ば
れ
る
紙
幣
は
西
京
、
大
阪
の
両
為
替
会
社
よ
り
発
行
さ
れ
た
百
文
、
弐
百
文
、
五
百
文
、
壱
貫
文
等
の
小
額
紙
幣
で
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あ
る
。
そ
れ
は
、
東
京
為
替
会
社
め
銀
券
と
同
じ
く
、
太
政
官
札
と
交
換
発
行
さ
れ
る
「
銭
切
手
」
で
あ
り
、
そ
の
預
り
太
政
官
札
の
手
許
保
有
高
に
つ
い
て
の
規
定
も
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
銀
券
と
そ
の
価
値
の
呼
称
を
異
に
す
る
の
み
で
あ
る
。
銭
券
の
発
行
決
定
は
明
治
二
年
八
月
で
あ
り
、
二
年
九
月
一
日
以
後
、
西
京
、
大
阪
の
為
替
会
社
よ
り
発
行
さ
れ
た
額
は
二
、
六
八
四
、
三
五
七
貫
六
五
〇
文
に
達
し
た
。
当
時
の
銭
の
公
定
相
場
は
金
一
両
に
対
し
銭
一
〇
貫
文
で
あ
る
か
ら
、
銭
券
の
金
目
額
は
二
六
八
、
四
三
五
両
余
で
あ
り
、
東
京
の
銀
券
発
行
高
の
約
二
分
の
一
に
当
る
。
　
西
京
銭
券
は
三
年
六
月
末
、
大
阪
銭
券
は
八
月
末
に
、
東
京
銀
券
と
同
じ
理
由
の
下
に
通
用
停
止
と
な
っ
た
。
　
こ
の
通
用
停
止
に
よ
る
銭
券
引
揚
に
あ
た
っ
て
、
銭
券
が
あ
く
ま
で
も
政
府
紙
幣
の
代
用
手
段
で
あ
る
こ
と
を
、
通
商
司
が
確
認
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
注
意
を
引
く
点
て
あ
る
。
即
ち
西
京
、
大
阪
両
為
替
会
社
が
銭
券
引
揚
の
時
、
銅
銭
の
市
場
相
場
が
下
落
し
て
い
た
の
を
利
用
し
て
、
政
府
紙
幣
と
引
換
え
る
よ
り
、
む
し
ろ
銅
銭
と
引
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
得
よ
う
と
は
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
通
商
司
は
、
銅
銭
と
銭
券
と
の
交
換
引
揚
方
法
を
禁
止
す
べ
き
意
向
を
示
し
た
。
「
当
為
替
会
社
ョ
リ
発
行
致
候
銭
券
先
般
通
用
停
止
被
仰
出
此
節
正
銭
拾
貫
文
ヲ
以
銭
券
拾
貫
文
卜
引
換
致
候
趣
右
ハ
銭
券
発
行
致
候
節
銭
券
拾
貫
文
相
渡
金
札
壱
両
ト
引
換
候
儀
ニ
有
之
尚
又
此
度
右
引
換
手
当
ト
シ
テ
大
蔵
省
ョ
リ
金
札
参
万
両
御
下
ケ
ニ
相
成
候
儀
等
モ
有
之
旁
々
金
札
ヲ
以
引
換
可
遣
処
正
銭
計
ヲ
以
引
換
候
ニ
付
下
方
難
渋
之
趣
申
居
候
由
因
而
以
来
金
札
ヲ
以
引
換
致
候
様
可
申
達
存
候
此
段
御
評
諾
ニ
謳
肘
と
い
う
、
明
治
三
年
八
月
四
日
附
の
通
商
司
伺
書
に
よ
っ
て
、
銭
券
は
政
府
紙
幣
以
外
の
何
も
の
と
も
交
換
し
得
な
い
性
質
を
も
っ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
明
確
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
れ
は
、
銭
券
が
東
京
の
銀
券
と
同
じ
く
、
名
目
的
に
は
為
替
会
社
紙
幣
で
あ
る
が
、
本
質
的
に
は
太
政
官
札
の
一
時
的
代
用
手
一98-
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
為
替
会
社
の
設
立
が
、
太
政
官
札
を
生
産
資
金
と
し
て
流
通
せ
し
め
る
意
図
を
も
含
ん
で
い
た
こ
と
を
明
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
四
、
金
券
の
本
質
　
為
替
会
社
が
太
政
官
札
の
流
通
促
進
を
、
そ
の
使
命
の
一
班
と
す
る
も
の
で
あ
る
に
し
た
も
、
金
融
機
関
と
し
て
の
会
社
本
来
の
機
能
は
、
預
金
に
よ
る
資
金
の
吸
集
と
、
貸
出
に
よ
る
資
金
の
造
出
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
政
府
貸
下
金
の
為
替
会
社
に
お
け
る
重
要
性
の
減
退
は
、
わ
が
国
最
初
の
銀
行
と
い
わ
れ
る
為
替
会
社
に
つ
い
て
、
当
然
の
過
程
と
し
て
現
わ
れ
て
来
る
。
そ
し
て
、
政
府
貸
下
金
に
代
っ
て
、
為
替
会
社
の
貸
附
資
金
の
源
泉
と
な
っ
た
も
の
は
金
券
の
発
行
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
金
券
に
わ
が
国
に
お
け
る
兌
換
銀
行
券
の
発
端
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
　
大
阪
為
替
会
社
を
例
に
と
っ
て
見
れ
ば
、
資
本
金
と
預
金
は
次
の
如
く
増
加
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
　
本
　
金
　
　
　
　
　
　
預
　
　
　
金
　
　
明
治
三
年
六
月
末
　
　
三
七
八
、
一
〇
〇
両
　
　
　
一
五
四
、
七
〇
〇
両
　
　
同
　
三
年
十
一
月
末
　
　
三
九
二
、
八
〇
〇
両
　
　
　
一
〇
六
、
八
八
〇
両
一一99-
　
同
　
四
年
二
月
末
　
　
四
〇
二
、
六
〇
〇
両
　
　
　
一
二
五
、
五
〇
〇
両
　
同
　
五
年
五
月
末
　
　
四
四
八
、
五
〇
〇
円
　
　
　
四
九
〇
、
九
九
四
円
　
同
　
六
年
三
月
末
　
　
四
六
六
、
五
六
五
円
　
　
　
五
二
六
、
九
七
八
円
（
註
１
）
こ
れ
に
対
し
て
、
金
券
流
通
額
も
次
の
如
く
増
加
を
示
し
て
い
る
。
　
明
治
三
年
六
月
末
　
　
一
、
七
〇
三
、
四
五
〇
両
　
同
　
三
年
十
一
月
末
　
　
一
、
七
〇
三
、
四
五
〇
両
　
同
　
四
年
二
月
末
　
　
一
、
八
五
三
、
四
五
〇
両
　
同
　
五
年
五
月
末
　
　
一
、
八
五
三
、
四
五
〇
円
（
註
２
）
東
京
為
替
会
社
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
　
本
　
金
　
　
　
　
　
　
預
　
　
　
金
　
明
治
二
年
十
二
万
末
　
　
四
四
二
、
三
五
〇
両
　
　
四
三
一
ー
八
五
〇
両
　
　
洋
銀
五
〇
枚
　
同
　
三
年
六
月
末
　
　
四
五
四
、
八
七
五
両
　
　
六
三
九
、
六
〇
二
両
　
　
洋
銀
三
〇
〇
枚
　
同
　
三
年
十
一
月
末
　
　
六
九
〇
、
〇
〇
〇
両
　
　
七
五
一
、
五
九
〇
両
　
　
洋
銀
二
六
枚
　
同
　
四
年
三
月
末
　
　
九
〇
二
、
〇
〇
〇
両
　
　
八
四
七
、
八
三
二
両
（
註
３
）
こ
れ
に
対
し
て
金
券
通
用
高
の
数
字
は
得
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
製
造
高
は
次
の
如
く
増
加
し
て
い
る
。
　
明
治
二
年
十
二
月
末
　
　
　
　
五
五
七
、
〇
〇
〇
両
　
同
　
三
年
六
月
末
　
　
一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
両
一一-100-一一
　
　
同
　
三
年
十
一
月
末
　
　
一
、
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
両
　
　
同
　
四
年
三
月
末
　
　
一
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
両
（
註
４
）
　
こ
こ
に
、
為
替
会
社
発
行
の
金
券
と
は
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
為
替
会
社
発
行
の
金
券
は
、
さ
き
に
述
べ
た
銭
券
及
び
銀
券
が
政
府
紙
幣
の
変
形
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
と
異
り
、
わ
が
国
最
初
の
兌
換
銀
行
券
で
あ
っ
た
。
そ
の
兌
換
は
初
め
弐
分
判
を
以
て
し
、
明
治
四
年
新
貨
条
例
に
よ
る
新
貨
幣
鋳
造
後
は
新
貨
幣
を
以
て
行
っ
た
。
　
明
治
二
年
九
月
、
民
部
・
大
蔵
両
省
の
布
達
に
よ
っ
て
、
（
今
般
世
上
融
通
ノ
為
メ
為
替
会
社
ョ
リ
金
銀
預
切
手
発
行
為
致
候
間
無
差
支
通
用
可
致
モ
ハ
4
1
1
１
Ｊ
）
と
、
金
券
は
法
貨
と
し
て
の
通
用
力
を
も
つ
べ
き
こ
と
が
告
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
二
年
九
月
以
後
三
年
三
月
ま
で
の
間
に
東
京
、
横
浜
、
西
京
、
大
津
、
大
阪
、
神
戸
、
新
潟
、
敦
賀
の
各
為
替
会
社
よ
り
発
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
金
券
の
性
質
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
右
の
布
達
は
金
券
の
本
質
を
金
銀
預
り
切
手
と
規
定
す
る
。
即
ち
金
券
は
為
替
会
社
の
預
り
正
金
に
対
し
て
発
行
さ
れ
る
受
取
証
で
あ
っ
て
、
金
属
貨
幣
の
代
用
証
券
と
し
て
流
通
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
近
代
銀
行
券
の
起
源
が
、
英
国
に
お
い
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
設
立
以
前
の
時
期
に
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
g
o
l
d
s
m
i
t
h
s
が
受
入
れ
た
預
り
金
に
対
す
る
受
取
証
と
し
て
発
行
し
た
一
覽
払
の
約
束
手
形
、
即
ち
金
匠
手
形
g
o
l
d
s
m
i
t
h
s
'
n
o
t
e
に
あ
っ
た
如
く
、
為
替
会
社
の
金
券
の
本
質
も
預
り
金
の
受
取
証
で
あ
り
、
そ
れ
と
引
換
に
正
貨
を
支
払
う
べ
き
こ
と
を
約
束
し
た
切
手
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
銀
行
券
の
起
源
も
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
金
券
の
種
類
の
中
、
壱
両
、
五
両
、
拾
両
、
弐
拾
五
両
等
の
各
券
は
多
数
に
発
行
さ
れ
流
通
手
段
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
が
、
五
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（
註
６
）
拾
両
券
と
百
両
券
の
発
行
が
各
々
た
だ
壱
枚
ず
つ
の
み
大
阪
為
替
会
社
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
は
、
金
券
に
つ
い
て
の
観
念
が
、
金
銀
預
り
証
券
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
大
阪
通
商
為
替
両
会
社
に
お
け
る
差
加
金
手
形
即
ち
株
券
が
金
券
と
形
式
を
同
じ
う
し
た
と
い
う
こ
に
ご
心
金
券
を
預
り
証
券
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
金
券
発
行
手
続
に
関
す
る
為
替
会
社
規
則
に
も
、
「
第
二
十
条
　
為
替
手
形
発
行
に
付
貿
易
商
社
商
人
と
も
売
込
品
代
り
金
銀
五
拾
両
以
上
並
洋
銀
五
十
弗
以
上
請
取
候
節
為
替
会
社
へ
正
金
差
出
手
形
と
引
換
可
申
規
則
に
付
申
出
候
節
は
無
差
支
取
扱
遣
し
可
申
事
　
第
二
十
一
条
　
外
国
品
質
取
代
り
金
相
渡
候
節
も
同
様
買
主
所
持
の
正
金
為
替
会
社
へ
差
出
会
社
手
形
と
引
換
右
手
形
を
以
外
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
８
）
人
ヱ
相
渡
荷
物
引
取
候
筈
に
付
此
段
可
相
心
得
事
」
と
あ
っ
て
、
為
替
手
形
即
ち
金
券
が
金
匠
手
形
に
類
す
る
要
求
払
の
正
金
預
り
手
形
で
あ
り
、
兌
換
券
た
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
　
た
だ
同
じ
く
金
券
と
呼
ば
れ
な
が
ら
壱
両
券
の
み
は
、
太
政
官
札
の
小
札
の
不
足
を
補
う
た
め
に
発
行
さ
れ
た
。
「
御
発
行
ノ
金
札
大
札
多
分
ニ
テ
通
用
方
ニ
衆
民
難
渋
ノ
趣
ニ
付
為
融
通
通
商
司
為
替
会
社
ニ
於
テ
金
券
製
造
近
々
発
行
候
間
無
疑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
９
）
念
可
令
通
用
尤
モ
金
札
入
用
ノ
者
ハ
為
替
会
社
ニ
テ
引
換
遣
シ
候
事
」
と
、
明
治
二
年
十
一
月
に
民
部
省
、
大
蔵
省
が
布
達
し
て
い
る
の
は
、
壱
両
金
券
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
発
行
の
趣
旨
に
し
た
が
え
ば
、
壱
両
券
は
正
貨
兌
換
の
紙
幣
で
は
な
く
、
銀
券
銭
券
と
同
じ
く
太
政
官
札
の
代
用
証
券
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
金
券
の
観
念
を
混
乱
せ
し
め
る
原
因
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
　
明
治
二
年
二
月
の
大
阪
通
商
司
の
伺
書
に
、
一一102一一－
「
壱
両
券
之
儀
者
最
前
之
御
趣
意
官
札
小
札
少
ナ
ニ
テ
世
間
通
用
差
支
候
ニ
付
小
札
代
り
ニ
相
成
候
様
可
致
ト
ノ
趣
意
ヲ
以
発
行
イ
タ
シ
候
義
ニ
付
壱
両
券
者
官
札
ト
引
替
可
申
龍
ニ
候
得
非
望
ニ
寄
候
テ
ハ
正
金
ト
モ
引
替
遣
シ
候
得
者
正
金
金
札
金
券
ト
モ
聊
モ
懸
隔
無
之
流
通
之
道
相
立
可
申
ト
奉
ら
皿
2
1
0
）
と
あ
る
如
く
、
金
券
壱
両
札
の
み
が
政
府
紙
幣
引
換
で
あ
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
金
券
そ
の
も
の
の
価
値
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
た
め
に
、
正
貨
兌
換
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
提
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
　
又
外
国
人
側
よ
り
の
抗
議
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
オ
ラ
ン
ダ
副
領
事
へ
の
回
答
と
し
て
、
次
の
文
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
「
元
来
楮
幣
五
両
よ
り
拾
両
札
多
分
の
出
来
高
故
内
地
之
人
民
小
札
払
底
日
々
の
融
通
に
差
支
難
渋
多
く
候
よ
り
壱
両
為
替
切
手
を
以
て
右
五
両
以
上
大
札
と
引
換
遣
候
主
意
故
壱
両
札
斗
り
は
引
替
難
出
来
候
五
両
以
上
は
何
時
に
て
も
正
金
引
換
方
差
支
無
之
に
付
比
段
御
心
得
迄
申
九
大
心
）
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
壱
両
券
五
両
以
上
の
場
合
に
限
り
正
貨
と
兌
換
す
べ
き
こ
と
を
保
証
し
た
も
の
の
よ
う
で
、
未
だ
壱
両
券
の
兌
換
性
を
明
確
に
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
壱
両
券
も
亦
結
局
他
の
金
券
と
異
る
と
こ
ろ
な
く
、
兌
換
券
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
　
明
治
二
年
九
月
三
日
以
降
、
三
年
三
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
に
、
各
為
替
会
社
に
許
さ
れ
た
金
券
最
高
発
行
額
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
東
　
京
　
　
一
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
両
　
　
大
　
阪
　
　
一
、
八
五
三
、
四
五
〇
両
　
　
横
　
浜
　
　
一
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
両
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西
　
京
　
　
　
　
六
四
〇
、
〇
〇
〇
両
　
　
大
　
津
　
　
　
　
二
六
二
、
五
〇
〇
両
　
　
神
　
戸
　
　
　
　
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
両
　
　
新
　
潟
　
　
　
　
　
五
〇
、
〇
〇
〇
両
　
　
敦
　
賀
　
　
　
　
　
四
一
、
〇
〇
〇
両
　
　
　
　
合
計
　
六
、
三
四
六
、
九
五
〇
両
（
註
1
2
）
　
こ
の
内
の
実
際
流
通
額
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
記
録
が
得
ら
れ
な
い
。
さ
き
に
あ
げ
た
大
阪
、
東
京
両
為
替
会
社
関
係
の
も
の
以
外
に
は
、
西
京
為
替
会
社
「
勘
定
仕
上
ケ
取
調
書
」
に
よ
っ
て
、
次
の
流
通
額
が
知
り
得
る
。
　
　
明
治
三
年
五
月
　
　
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
両
　
　
同
　
三
年
十
一
月
　
　
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
両
　
　
同
　
四
年
二
月
　
　
六
五
五
、
〇
〇
〇
両
　
　
同
　
五
年
五
月
　
　
六
四
〇
、
〇
〇
〇
両
（
註
1
3
）
　
又
大
津
為
替
会
社
に
つ
い
て
は
、
　
　
明
治
三
年
五
月
　
　
二
八
三
、
〇
五
四
両
　
　
同
　
二
年
十
一
月
　
　
二
八
〇
、
〇
〇
〇
両
　
　
同
　
四
年
二
月
　
　
二
六
二
、
五
〇
〇
両
（
註
1
4
）
等
の
金
額
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
各
為
替
会
社
の
決
算
書
に
よ
っ
て
各
期
末
の
通
用
額
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
み
で
あ
-104 一一-
る
。
　
六
〇
〇
万
両
余
の
兌
換
券
が
、
不
換
紙
幣
た
る
太
政
官
札
四
、
ハ
○
○
万
両
及
民
部
省
札
七
五
〇
万
両
と
並
行
し
て
、
ど
の
よ
う
に
流
通
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
二
年
五
月
以
後
、
政
府
は
政
府
紙
幣
の
正
貨
と
の
平
価
流
通
策
を
強
行
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
為
替
会
社
の
兌
換
券
発
行
も
、
こ
れ
を
広
く
流
通
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
紙
幣
の
回
収
を
は
か
り
、
紙
幣
価
値
を
安
定
せ
し
め
よ
う
と
す
る
意
図
の
下
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
銀
一
円
に
対
す
る
政
府
紙
幣
の
相
場
は
（
註
、
メ
キ
シ
コ
銀
一
弗
に
対
す
る
銀
目
相
場
を
円
に
換
算
し
た
も
の
で
あ
る
）
次
の
如
く
で
あ
っ
て
、
常
に
紙
幣
価
値
は
動
揺
し
た
。
　
　
明
治
二
年
九
月
　
　
一
、
〇
七
九
　
　
　
　
明
治
三
年
一
月
　
　
一
、
〇
四
七
　
　
同
　
　
　
十
月
　
　
一
、
〇
九
三
　
　
　
　
同
　
　
　
二
月
　
　
一
、
〇
二
二
　
　
同
　
　
　
十
一
月
　
　
一
、
〇
七
七
　
　
　
　
同
　
　
　
三
月
　
　
一
、
〇
二
三
　
　
同
　
　
　
十
二
月
　
　
一
、
〇
四
九
　
　
　
　
同
　
　
　
四
月
　
　
一
、
〇
七
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
五
月
　
　
一
、
〇
五
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
六
月
　
　
一
、
〇
五
三
（
註
1
5
）
　
為
替
会
社
の
金
券
も
兌
換
券
で
は
あ
る
が
、
政
府
紙
幣
の
相
場
の
影
響
を
う
け
て
、
市
場
相
場
が
成
立
し
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
き
に
あ
げ
た
大
阪
通
商
司
の
伺
書
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
6
）
「
当
節
下
方
ニ
テ
ハ
金
券
之
相
場
ヲ
立
外
品
ョ
リ
ハ
聊
相
劣
候
趣
ニ
有
之
候
」
と
あ
る
の
は
、
金
券
が
正
貨
に
対
し
て
価
値
の
低
下
を
来
し
た
事
実
を
語
っ
て
い
る
。
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「
明
治
財
政
史
」
第
十
二
巻
、
三
七
四
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
中
に
は
誤
植
が
あ
る
。
尚
こ
の
伺
書
の
日
附
は
、
「
貨
政
考
要
」
「
明
治
財
政
史
」
共
に
明
治
二
年
二
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
金
券
の
発
行
が
、
明
治
二
年
九
月
三
日
以
後
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
二
年
二
月
と
あ
る
の
は
誤
植
と
思
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
菅
野
博
士
は
、
こ
れ
を
明
治
四
年
二
月
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
（
前
掲
書
、
一
九
九
頁
）
四
年
と
す
べ
き
根
拠
も
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
一一106一
　
　
　
　
　
　
　
五
、
金
券
発
行
制
度
　
金
券
が
兌
換
券
と
し
て
発
行
さ
れ
る
の
に
関
し
て
、
当
然
発
行
制
度
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
さ
き
に
あ
げ
た
「
為
替
会
社
規
則
」
に
も
、
発
行
高
或
は
準
備
金
の
点
に
つ
い
て
の
規
定
は
見
ら
れ
な
い
。
　
金
券
を
金
銀
預
り
証
券
と
す
る
観
念
に
し
た
が
え
ば
、
金
券
発
行
額
と
為
替
会
社
の
正
金
預
り
高
と
は
回
額
で
あ
る
べ
き
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
為
替
会
社
規
則
」
に
つ
い
て
見
て
も
、
正
金
と
引
換
に
金
券
を
発
行
す
る
と
の
み
あ
っ
て
、
正
金
受
入
額
以
上
の
金
券
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
る
資
金
造
出
の
機
能
を
為
替
会
社
を
し
て
果
さ
し
め
る
よ
う
な
規
定
は
見
ら
れ
な
い
。
明
治
六
年
四
月
の
大
蔵
省
よ
り
外
務
省
へ
の
報
告
書
に
も
（
別
段
政
府
ョ
リ
条
例
ヲ
被
取
設
候
儀
ハ
無
ご
皿
２
１
）
と
あ
る
如
く
、
準
備
制
度
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
券
を
金
銀
預
り
手
形
と
し
て
、
全
額
準
備
に
よ
る
発
行
を
厳
守
す
る
と
き
に
は
、
金
券
は
あ
く
ま
で
金
属
貨
幣
の
代
用
証
券
に
す
ぎ
ず
、
為
替
会
社
の
発
達
を
期
待
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
銀
行
の
機
能
を
発
揮
す
べ
き
為
替
会
社
の
本
来
の
業
務
は
、
信
用
取
引
に
よ
る
貨
幣
資
本
の
供
給
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
ヽ
金
券
の
兌
換
準
備
は
比
例
準
備
制
を
以
て
、
安
全
且
有
利
と
見
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
事
実
為
替
会
社
は
預
り
正
金
を
超
え
て
、
金
券
を
発
行
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
　
発
行
制
度
に
関
す
る
規
定
を
欠
い
た
結
果
、
為
替
会
社
は
準
備
金
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
金
券
を
発
行
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
松
尾
巨
善
の
談
話
に
、
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「
各
為
替
会
社
で
は
、
ド
ン
ド
ン
紙
幣
を
拵
へ
た
。
私
が
京
都
に
居
っ
た
時
分
に
は
、
無
闇
に
拵
へ
た
。
そ
れ
に
は
制
限
は
ま
づ
無
か
っ
た
。
私
等
行
っ
た
時
分
に
は
無
か
っ
た
が
、
東
京
で
段
々
制
限
せ
ら
れ
て
か
ら
、
急
に
制
限
を
置
か
れ
た
。
無
闇
に
沢
山
拵
へ
て
は
、
い
け
な
い
と
云
ふ
こ
と
が
、
段
々
や
か
ま
し
く
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
拵
へ
た
も
の
を
縮
め
る
と
い
ふ
事
に
な
っ
て
、
半
年
許
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
２
）
の
間
に
、
急
に
半
分
位
に
は
し
た
ら
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
政
府
が
金
券
発
行
制
度
に
つ
い
て
指
示
を
与
え
た
の
は
、
金
券
発
行
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治
三
年
正
月
附
の
、
両
会
社
総
差
配
司
、
三
野
村
利
左
衛
門
記
名
の
「
通
商
為
替
会
社
規
則
書
上
」
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
３
）
「
為
替
切
手
製
造
方
之
儀
者
身
元
金
集
メ
高
ョ
リ
多
分
ニ
出
来
致
候
儀
は
不
相
成
悉
く
番
附
割
を
以
差
出
申
候
事
」
と
述
べ
ら
れ
て
あ
る
点
よ
り
見
れ
ば
、
金
券
発
行
に
つ
い
て
は
、
一
応
発
行
最
高
額
制
限
制
度
を
採
る
べ
き
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度
が
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
、
各
為
替
会
社
の
「
勘
定
取
調
書
」
に
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
づ
れ
の
為
替
会
社
も
、
身
元
金
以
上
の
金
券
を
発
行
し
て
い
る
の
は
、
松
尾
臣
善
の
談
話
に
あ
る
よ
う
な
事
情
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
ら
ば
、
各
為
替
会
社
に
お
け
る
実
際
の
発
行
準
備
制
度
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
　
明
治
三
年
七
月
の
大
阪
通
商
司
伺
書
に
よ
れ
ば
、
大
阪
為
替
会
社
発
行
金
券
高
一
、
七
〇
三
、
四
五
〇
両
に
対
し
て
、
準
備
金
保
有
高
一
、
〇
二
三
、
四
五
〇
両
で
あ
り
、
更
に
金
券
発
行
高
の
約
四
割
に
当
る
六
八
万
両
は
為
替
会
社
の
監
督
機
関
た
る
通
商
司
に
支
払
準
備
と
し
て
預
託
さ
れ
る
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
、
あ
た
か
も
英
米
の
銀
行
制
度
に
見
ら
れ
る
支
払
準
備
制
度
に
類
似
す
る
も
の
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
殊
ニ
寄
大
丈
夫
借
用
人
有
之
候
何
時
ニ
テ
モ
金
子
ニ
相
成
候
見
込
有
之
候
ハ
ヽ
司
中
会
議
ノ
上
操
　
　
　
（
註
４
）
出
可
遣
積
」
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と
、
通
商
司
は
貸
付
金
に
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
の
意
見
を
提
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
券
に
対
す
る
最
低
兌
換
準
備
率
を
六
割
と
考
え
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
又
同
年
十
二
月
の
横
浜
出
張
通
商
司
処
務
制
限
に
は
、
「
為
替
会
社
取
締
ノ
事
」
と
し
て
、
「
金
券
ハ
準
備
ノ
正
金
共
是
迄
ノ
制
限
ニ
従
ヒ
日
々
計
算
帳
検
査
致
シ
毎
週
日
曜
日
ノ
前
日
ヲ
以
テ
準
備
金
相
改
割
合
ヲ
較
計
致
シ
確
実
ニ
営
業
為
致
候
様
取
締
可
行
届
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
５
）
但
右
割
合
ハ
少
ク
ト
モ
金
券
十
ニ
準
備
金
八
ヲ
減
ス
ヘ
力
ラ
ス
」
と
い
う
規
定
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
横
浜
に
お
い
て
は
金
券
兌
換
準
備
率
を
ハ
割
以
上
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
大
阪
、
横
浜
の
両
通
商
司
の
定
め
る
準
備
率
に
差
違
か
あ
る
の
は
、
通
商
司
制
度
の
不
統
一
の
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
づ
れ
も
金
券
発
行
制
度
に
つ
い
て
、
比
例
準
備
制
度
を
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
は
一
致
し
て
い
る
。
　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
通
商
司
政
策
が
金
券
を
し
て
近
代
的
な
銀
行
券
た
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
為
替
会
社
の
金
融
機
関
と
し
て
の
発
展
を
は
か
る
に
あ
っ
た
こ
と
が
察
知
出
来
よ
う
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
制
度
調
査
中
で
あ
っ
た
伊
藤
博
文
に
よ
る
明
治
三
年
十
二
月
二
十
九
日
附
の
建
議
は
、
わ
が
国
の
銀
行
制
度
改
革
の
機
運
を
導
き
、
論
議
の
末
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
ン
ク
・
シ
ス
テ
ム
に
準
じ
て
、
国
立
銀
行
条
例
制
定
の
方
針
を
決
定
せ
し
め
る
に
至
っ
た
。
　
又
一
方
、
行
政
組
織
の
変
更
に
よ
っ
て
、
明
治
四
年
七
月
五
日
通
商
司
は
廃
止
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
推
移
の
結
果
、
為
替
会
社
は
更
に
近
代
的
な
銀
行
制
度
へ
発
展
す
る
為
に
解
消
す
べ
き
必
要
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
金
券
の
発
行
制
度
に
関
す
る
政
府
の
方
策
も
明
確
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
国
立
銀
行
の
設
立
に
よ
っ
て
為
替
会
社
を
閉
鎖
す
べ
き
こ
と
を
予
定
し
て
、
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金
券
回
収
の
準
備
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
表
明
さ
れ
た
政
府
の
方
針
は
、
金
券
は
全
額
準
備
制
度
の
下
に
発
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
、
厳
密
な
通
貨
主
義
の
主
張
を
具
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
明
治
四
年
二
月
の
東
京
為
替
会
社
の
通
商
司
内
達
に
対
す
る
受
書
に
、
「
為
替
会
社
金
券
準
備
之
正
金
本
高
同
様
積
増
可
七
一
心
ご
と
あ
る
の
は
、
政
府
の
全
額
準
備
の
方
針
が
為
替
会
社
に
通
達
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
横
浜
為
替
会
社
の
金
券
に
つ
い
て
、
明
治
六
年
四
月
、
大
蔵
大
少
丞
が
、
「
其
紙
幣
ハ
発
行
高
対
照
之
準
備
同
社
ニ
相
備
候
ハ
ヽ
百
五
拾
万
両
以
内
之
高
ハ
何
程
ニ
テ
モ
免
許
ヲ
与
へ
候
儀
ニ
テ
右
札
之
増
減
二
随
ヒ
必
対
当
ノ
準
備
有
之
現
今
弐
拾
九
万
四
千
八
百
七
拾
弐
両
発
行
致
シ
同
高
之
正
金
相
備
有
之
決
テ
空
券
ニ
ハ
無
之
候
間
聊
懸
念
之
筋
ハ
蜂
ご
と
外
務
大
少
丞
に
報
告
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
政
府
に
お
け
る
金
券
に
つ
い
て
の
観
念
が
為
替
会
社
の
方
針
と
異
り
、
依
然
と
し
て
そ
れ
を
完
全
に
金
属
貨
幣
の
代
用
証
券
と
見
る
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
全
額
準
備
に
よ
る
と
き
は
、
金
融
機
関
本
来
の
業
務
た
る
資
木
造
出
の
機
能
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
大
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
準
備
原
則
は
厳
守
さ
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
明
治
六
年
十
二
月
、
紙
幣
頭
よ
り
第
二
国
立
銀
行
（
（
註
）
横
浜
為
替
会
社
の
転
業
し
た
も
の
で
あ
る
）
　
へ
の
、
　
「
其
社
於
取
扱
有
之
旧
為
替
会
社
発
行
金
券
ノ
準
備
金
ノ
儀
ハ
何
時
ニ
テ
モ
発
行
ノ
金
券
ト
同
高
丈
備
置
可
申
ノ
処
右
ノ
内
拾
五
万
円
余
ハ
生
糸
引
当
ニ
テ
貸
出
候
段
不
都
合
ノ
儀
ニ
有
之
候
条
至
急
取
立
方
取
計
ヒ
総
高
取
立
済
マ
テ
取
立
ノ
次
第
別
紙
雛
形
ノ
通
毎
　
　
　
　
　
　
　
（
註
８
）
日
報
告
可
差
出
候
事
」
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と
い
う
き
び
し
い
通
達
は
、
金
券
の
銀
行
券
と
し
て
発
展
す
べ
き
法
則
を
単
に
政
府
の
指
令
を
も
っ
て
、
抑
制
し
が
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
国
立
銀
行
条
例
の
制
定
を
必
要
と
し
た
理
由
が
見
ら
れ
よ
う
。
　
為
替
会
社
は
そ
の
業
務
の
本
質
よ
り
、
ま
た
営
利
の
目
的
に
し
た
が
っ
て
、
当
然
資
本
造
出
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
為
替
会
社
が
銀
行
業
務
を
目
的
と
す
る
以
上
、
金
券
が
単
な
る
金
銀
預
り
証
券
と
し
て
、
一
覧
払
の
約
束
手
形
た
る
段
階
に
止
ま
り
得
る
も
の
で
な
く
、
そ
れ
は
必
然
的
に
金
属
貨
幣
の
代
用
手
段
た
る
性
質
を
脱
し
て
、
全
面
的
に
金
属
貨
幣
に
従
属
す
る
も
の
で
な
い
、
独
立
し
た
通
貨
と
し
て
の
、
銀
行
券
の
形
態
に
発
展
し
て
行
く
も
の
で
あ
っ
た
。
　
明
治
五
年
十
一
月
、
国
立
銀
行
条
例
の
公
布
に
よ
り
、
為
替
会
社
は
解
散
し
、
金
券
の
通
用
も
亦
停
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
六
年
四
月
一
日
よ
り
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
金
券
は
悉
く
正
貨
と
兌
換
消
却
さ
れ
た
。
一一-Ill ―
　
　
　
　
　
　
　
六
、
洋
銀
券
の
性
質
と
発
行
制
度
　
為
替
会
社
発
行
紙
幣
の
内
、
特
殊
な
存
在
と
し
て
注
目
を
ひ
く
も
の
は
、
横
浜
為
替
会
社
に
の
み
発
行
を
許
さ
れ
た
洋
銀
為
替
札
即
ち
洋
銀
券
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
額
面
に
洋
銀
○
枚
と
表
示
さ
れ
、
裏
面
に
は
「
P
r
o
m
i
s
e
s
t
o
p
a
y
t
h
e
b
e
a
r
e
r
0
0
M
e
x
.
D
o
l
l
a
r
s
a
t
t
h
e
B
a
n
k
i
n
Y
o
k
o
卜
m
a
j
と
あ
り
、
又
明
治
五
年
七
月
二
十
四
日
以
後
発
行
さ
れ
た
新
洋
銀
券
に
は
「
銀
飯
○
枚
」
と
の
表
示
が
あ
り
、
傍
に
「
請
取
置
候
銀
銭
○
枚
此
手
形
持
参
之
方
江
何
時
ニ
テ
モ
当
地
之
時
相
場
ヲ
以
屹
度
相
渡
可
計
Ｊ
の
文
言
が
あ
っ
て
、
全
く
外
国
貨
幣
の
性
質
を
も
つ
紙
幣
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
紙
幣
が
横
浜
に
お
い
て
発
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
わ
が
国
の
貿
易
が
居
留
地
貿
易
の
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
洋
銀
券
発
行
の
理
由
の
一
は
、
当
時
貿
易
通
貨
と
し
て
用
い
ら
れ
た
洋
銀
の
相
場
を
為
替
会
社
に
お
い
て
管
理
す
る
た
め
の
手
段
を
得
よ
う
と
し
た
点
に
あ
り
、
そ
の
二
は
、
当
時
の
邦
人
が
欧
文
の
約
束
手
形
、
為
替
手
形
の
使
用
に
な
れ
ず
、
し
ば
し
ば
不
渡
の
損
失
を
蒙
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
の
買
取
資
金
に
供
す
る
に
あ
り
、
又
外
国
銀
行
発
行
の
銀
行
券
の
流
通
に
頡
頏
し
て
、
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
３
）
が
国
の
銀
行
券
を
流
通
せ
し
め
よ
う
と
す
る
に
あ
っ
た
。
明
治
二
年
十
一
月
の
横
浜
為
替
会
社
の
請
願
書
が
、
洋
銀
券
の
機
能
を
説
明
し
て
い
る
。
「
市
人
商
人
ト
モ
外
国
人
ョ
リ
横
文
字
手
形
受
取
当
会
社
へ
持
参
候
得
ハ
右
手
形
当
会
社
洋
銀
手
形
ト
引
換
相
渡
会
社
ニ
於
テ
横
文
字
手
形
ヲ
以
テ
外
国
「
バ
ン
ク
」
へ
持
参
正
洋
銀
ト
引
換
へ
会
社
へ
積
置
何
時
ニ
テ
モ
会
社
洋
銀
手
形
ヲ
持
参
引
換
ヲ
乞
フ
モ
ノ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
４
）
ハ
正
洋
銀
ヲ
以
テ
速
ニ
引
換
相
渡
シ
可
申
候
」
　
即
ち
洋
銀
券
を
流
通
せ
し
め
て
、
そ
れ
と
同
額
の
正
洋
銀
を
為
替
会
社
に
蓄
積
し
、
洋
銀
相
場
調
整
の
資
金
に
し
よ
う
と
す
る
意
一一112一一
図
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
洋
銀
券
の
発
行
免
許
高
は
一
五
〇
万
弗
で
あ
っ
て
、
明
治
三
年
四
月
十
三
日
よ
り
発
行
し
、
横
浜
為
替
会
社
の
第
二
国
立
銀
行
へ
転
業
後
も
通
用
を
停
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
十
八
年
五
月
ま
で
、
一
日
平
均
二
十
余
万
弗
乃
至
八
十
余
万
弗
の
流
通
を
特
に
し
か
も
明
治
九
年
八
月
十
五
日
に
は
神
戸
港
に
お
い
て
も
洋
銀
券
の
発
行
が
許
さ
れ
、
九
月
よ
り
第
二
国
立
銀
行
の
発
行
許
可
額
の
中
三
〇
万
弗
を
第
一
国
立
銀
行
神
戸
支
店
に
依
託
し
て
、
神
戸
港
に
お
け
る
発
行
、
引
換
事
務
を
代
行
せ
し
め
る
約
定
が
両
銀
行
の
間
に
な
さ
れ
て
べ
魅
　
洋
銀
券
発
行
制
度
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
述
べ
た
金
券
と
同
様
に
、
最
初
は
明
確
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
洋
銀
券
は
「
洋
銀
預
り
手
形
」
で
あ
っ
て
、
当
然
全
額
準
備
金
を
保
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
金
券
の
場
合
と
異
ら
な
い
。
明
治
四
年
八
月
の
「
為
替
会
社
見
廻
り
心
得
書
取
」
に
、
　
「
為
替
「
バ
ン
ク
」
札
ハ
百
五
拾
万
両
施
行
免
許
有
之
其
代
り
金
ハ
素
ョ
り
全
備
為
致
可
申
筈
ニ
付
有
金
高
ト
「
バ
ン
ク
」
札
施
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
７
）
高
ト
比
較
シ
若
シ
施
行
札
高
有
金
高
ョ
リ
越
候
節
ハ
察
当
可
致
事
」
と
あ
り
、
全
額
準
備
制
度
を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
が
察
知
出
来
る
。
　
洋
銀
券
発
行
制
度
に
関
し
確
然
た
る
規
定
の
設
け
ら
れ
た
の
は
、
横
浜
為
替
会
社
が
第
二
国
立
銀
行
に
転
業
し
た
後
の
、
明
治
七
年
九
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
洋
銀
券
発
行
規
則
」
は
、
「
第
二
条
　
其
発
行
高
ノ
総
数
ハ
百
五
十
万
弗
ト
定
メ
其
種
類
ハ
五
弗
、
十
弗
、
二
十
弗
、
五
十
弗
、
百
弗
、
五
百
弗
、
千
弗
ノ
七
種
タ
ル
可
シ
　
第
四
条
　
引
換
用
意
金
ノ
高
ハ
実
地
散
布
高
ト
同
数
ナ
ル
正
弗
或
ハ
通
貨
ヲ
備
フ
可
シ
　
但
該
銀
行
ノ
発
行
紙
幣
ヲ
以
テ
此
用
意
金
へ
加
フ
可
カ
ラ
ス
一一113 －一一
　
第
九
条
　
右
洋
銀
券
発
行
ヲ
允
許
ス
ル
ニ
付
此
銀
行
ニ
於
テ
ハ
徴
信
ノ
為
メ
其
抵
当
ト
シ
テ
実
地
散
布
高
三
分
一
丈
ケ
ノ
真
価
ア
ル
公
債
証
書
又
ハ
不
動
産
ヲ
大
蔵
省
出
納
寮
ニ
預
ケ
置
ク
可
シ
尤
モ
此
抵
当
物
ハ
決
シ
テ
銀
行
本
業
ノ
資
本
ニ
関
セ
ス
完
ク
株
主
家
産
ノ
内
ヲ
以
テ
別
段
差
出
ス
可
シ
　
但
三
分
一
ノ
算
計
ハ
半
箇
年
間
実
地
散
布
ノ
平
均
高
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
司
ご
と
、
最
高
発
行
額
を
定
め
、
全
額
準
備
制
度
を
採
用
し
て
い
る
が
、
更
に
銀
行
券
発
行
の
た
め
の
抵
当
を
大
蔵
省
に
差
入
れ
し
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
　
こ
の
抵
当
物
は
万
一
兌
換
準
備
金
に
欠
け
る
こ
と
が
あ
る
時
は
、
補
充
の
た
め
に
大
蔵
省
に
お
い
て
処
分
し
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
き
わ
め
て
厳
重
な
準
備
制
度
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
発
行
規
則
第
四
条
に
準
備
金
の
内
容
と
し
て
、
正
弗
の
他
に
通
貨
を
も
認
め
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
通
貨
中
の
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
新
洋
銀
券
に
「
当
地
之
時
相
場
ヲ
以
屹
度
相
渡
可
申
候
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
又
「
発
行
規
則
」
第
十
二
条
に
（
正
弗
或
ハ
通
貨
ヲ
以
テ
引
換
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
ハ
持
参
人
ハ
其
旨
ヲ
地
方
官
庁
ニ
申
出
ら
Ｊ
一
Ｊ
）とあ
る
こ
と
は
｀
洋
銀
券
が
洋
銀
以
外
の
通
貨
と
兌
換
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
洋
銀
以
外
の
通
貨
に
わ
が
国
の
正
貨
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
開
港
場
に
お
い
て
広
く
流
通
し
て
い
た
外
国
銀
行
発
行
の
銀
行
券
も
、
亦
準
備
金
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
「
貨
政
考
要
」
或
は
「
明
治
財
政
史
」
に
準
備
↓
匹
一
に
ぶ
洋
銀
及
わ
が
国
の
正
貨
の
他
に
「
外
国
バ
ン
ク
手
形
」
即
ち
外
国
銀
行
券
を
も
交
え
る
こ
と
を
許
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
通
貨
に
は
尚
不
換
紙
幣
た
る
政
府
紙
幣
が
あ
り
、
兌
換
券
た
る
国
立
銀
行
券
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
も
亦
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準
備
物
件
と
な
り
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
二
国
立
銀
行
券
の
み
が
準
備
金
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
「
発
行
規
則
」
の
第
四
茶
但
書
に
特
記
さ
れ
、
他
の
国
立
銀
行
券
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
れ
ら
が
、
兌
換
券
た
る
が
故
に
、
正
貨
と
共
に
準
備
金
の
内
容
た
り
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
政
府
紙
幣
は
不
換
紙
幣
で
あ
る
が
故
に
、
洋
銀
券
発
行
の
準
備
金
に
充
て
る
こ
と
は
不
合
理
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
九
年
八
月
改
正
の
「
国
立
銀
行
条
例
」
第
二
十
条
に
お
い
て
「
資
本
金
ノ
十
分
ノ
ニ
ヲ
通
貨
ヲ
以
テ
銀
行
二
積
置
キ
、
…
…
銀
行
紙
幣
ノ
引
換
準
備
ニ
充
ツ
心
訪
心
と
規
定
さ
れ
た
結
果
、
銀
行
券
の
兌
換
準
備
が
政
府
紙
幣
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
事
実
を
考
う
れ
ば
、
洋
銀
券
発
行
の
準
備
金
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
通
貨
に
も
、
政
府
紙
幣
を
含
む
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
こ
の
想
定
が
妥
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
洋
銀
券
の
準
備
制
度
は
、
全
額
正
貨
準
備
で
は
な
く
正
貨
、
兌
換
銀
行
券
、
政
府
紙
幣
に
よ
っ
て
準
備
を
構
成
し
、
し
か
も
正
貨
準
備
或
は
保
証
準
備
の
限
度
を
定
め
る
こ
と
の
な
い
自
由
な
比
例
準
備
制
度
に
な
っ
て
い
た
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
究
極
の
準
備
物
件
は
、
抵
当
と
し
て
大
蔵
省
に
預
託
さ
れ
た
公
債
証
書
或
は
地
券
で
あ
っ
て
、
洋
銀
券
の
発
行
制
度
の
実
質
は
証
券
準
備
制
度
（
吻
目
d
d
召
o
a
t
s
y
s
t
e
m
）
に
あ
っ
た
と
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
　
そ
れ
は
又
、
明
治
五
年
設
立
の
国
立
銀
行
の
銀
行
券
発
行
に
つ
い
て
採
用
さ
れ
た
準
備
制
度
と
、
形
式
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
-一一115
　
　
　
　
　
　
　
七
、
あ
　
と
　
が
　
き
　
為
替
会
社
は
、
わ
が
国
経
済
制
度
の
資
本
主
義
化
政
策
の
下
に
設
立
さ
れ
た
機
関
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
産
業
興
隆
の
た
め
に
貨
幣
資
本
供
給
の
手
段
と
し
て
、
兌
換
券
を
発
行
す
る
特
権
を
得
た
こ
と
は
、
銀
行
本
来
の
業
務
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
又
、
為
替
会
社
設
立
の
目
的
の
中
に
、
政
府
紙
幣
の
流
通
促
進
と
い
う
政
策
的
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
治
二
年
五
月
二
十
八
日
に
政
府
に
よ
っ
て
太
政
官
札
の
発
行
額
が
限
定
さ
れ
、
又
そ
の
兌
換
期
日
が
予
告
さ
れ
た
直
後
に
お
い
て
、
通
商
司
監
督
の
下
に
、
為
替
会
社
の
紙
幣
発
行
を
許
可
す
る
に
当
っ
て
、
も
し
こ
れ
を
不
換
紙
幣
に
す
れ
ば
、
却
っ
て
太
政
官
札
の
流
通
を
妨
げ
、
金
紙
の
平
価
通
用
を
維
持
し
得
な
い
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
明
治
四
年
に
財
政
支
出
の
た
め
に
、
政
府
紙
幣
を
増
発
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
場
合
に
も
、
政
府
は
大
蔵
省
兌
換
証
券
或
は
開
拓
使
兌
換
証
券
と
し
て
、
兌
換
券
を
三
井
組
を
通
じ
て
発
行
し
た
の
と
同
じ
理
由
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
為
替
会
社
よ
り
兌
換
券
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
流
通
額
を
増
加
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
通
貨
価
値
安
定
の
支
柱
と
な
り
得
る
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
明
治
三
年
八
月
制
定
の
「
通
商
司
心
得
」
に
、
　
「
金
銀
貨
幣
ノ
流
通
ニ
害
ア
ル
商
人
私
シ
相
場
ヲ
建
ル
如
キ
ノ
弊
ハ
厳
ニ
之
ヲ
柁
ｙ
Ｊ
と
あ
る
為
替
会
社
の
目
的
を
達
成
す
る
、
一
つ
の
方
策
た
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
　
又
、
為
替
会
社
の
設
立
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
の
多
か
っ
た
、
五
代
友
厚
に
よ
る
明
治
二
年
の
意
見
書
に
、
　
「
商
法
ハ
第
一
金
銭
ノ
融
通
ニ
ア
リ
金
銭
ノ
融
通
ハ
両
替
屋
ニ
依
テ
生
ス
故
ニ
商
業
ヲ
盛
ニ
セ
ン
カ
為
欧
羅
巴
バ
ン
ク
之
規
則
ニ
随
ヒ
両
替
屋
ヲ
開
ク
ノ
仕
法
左
之
通
」
と
し
て
、
そ
の
両
替
屋
即
ち
バ
ン
ク
に
、
　
「
正
金
而
己
預
り
手
形
ヲ
出
サ
シ
ム
尤
金
札
ニ
対
ス
ル
ハ
正
金
也
又
正
金
ニ
対
ス
ル
ハ
金
札
也
故
ニ
金
札
ノ
融
通
多
ケ
レ
ハ
其
価
下
ル
又
正
金
ノ
融
通
多
ケ
レ
ハ
金
札
ノ
価
上
ル
今
両
替
屋
ニ
正
金
ノ
預
り
手
形
ヲ
出
ス
ヲ
許
ス
ハ
正
金
ノ
融
通
ヲ
助
ケ
金
札
ノ
相
場
上
　
（
註
２
）
ル
也
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
為
替
会
社
発
行
の
兌
換
券
に
よ
っ
て
、
政
府
紙
幣
に
代
位
せ
し
め
よ
う
と
い
う
意
図
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
財
政
的
必
要
に
も
と
づ
い
て
発
行
さ
れ
た
政
府
紙
幣
は
、
五
、
五
〇
〇
万
両
を
越
え
て
い
た
の
に
対
し
て
為
替
会
社
金
券
の
流
通
は
、
六
三
四
万
余
両
の
発
行
限
度
額
に
達
せ
ず
、
金
券
が
そ
の
使
命
を
十
分
果
し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
治
初
期
の
わ
が
国
の
財
政
的
基
礎
の
薄
弱
と
、
経
済
発
展
の
未
熟
さ
に
よ
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
為
替
会
社
が
金
融
機
関
と
し
て
、
所
期
の
機
能
を
十
分
に
つ
く
し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
経
済
発
展
の
段
階
に
応
じ
て
自
然
発
生
的
に
形
成
さ
れ
た
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も
の
で
は
な
く
、
政
府
の
強
制
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
運
営
に
教
導
を
必
要
と
し
、
多
く
の
政
治
的
影
響
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
当
時
の
情
勢
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
経
済
状
態
の
中
に
お
い
て
、
金
券
或
は
洋
銀
券
が
、
金
銀
預
り
手
形
と
し
て
、
金
匠
手
形
の
性
質
を
も
っ
て
、
為
替
会
社
よ
り
発
行
さ
れ
、
わ
が
国
に
お
け
る
銀
行
券
の
端
緒
と
な
っ
た
こ
と
は
、
金
融
制
度
発
展
の
先
駆
的
存
在
と
し
て
注
目
す
べ
き
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
発
行
制
度
が
最
初
確
然
と
す
る
と
こ
ろ
な
く
、
摸
索
状
態
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
も
、
為
替
会
社
自
体
が
、
「
今
通
商
司
及
ヒ
二
会
社
ノ
性
質
ヲ
評
ス
レ
ハ
半
ハ
欧
米
ノ
元
素
ヲ
含
ミ
半
ハ
旧
弊
ノ
元
素
ヲ
含
ミ
、
此
ノ
二
元
素
ハ
常
ニ
充
分
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
３
）
抱
合
ヲ
為
ス
事
能
ハ
サ
リ
キ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
銀
行
制
度
を
模
倣
し
た
と
は
い
う
も
の
の
、
徳
川
時
代
の
為
替
組
か
ら
、
近
代
的
銀
行
組
織
へ
の
、
過
渡
的
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
聯
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
為
替
会
社
の
金
券
、
洋
銀
券
の
発
行
準
備
制
度
に
つ
い
て
、
当
時
の
経
済
的
現
実
に
即
応
し
つ
つ
、
し
ば
し
ば
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
明
治
五
年
に
ア
メ
リ
カ
の
国
法
銀
行
制
度
を
移
入
し
て
、
国
立
銀
行
を
設
立
し
、
証
券
準
備
に
も
と
づ
く
銀
行
券
の
発
行
制
度
を
確
立
す
る
に
至
る
ま
で
の
準
備
過
程
と
し
て
、
貴
重
な
経
朧
を
与
え
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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